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! 一般ニュース "

東京大学外国人留学生後援会平成１２年度事業報告・収支決算及び平成１３年度事業計画・収支予算
について

東京大学外国人留学生後援会の平成１２年度事業報告・
収支決算及び平成１３年度事業計画・収支予算（６月１９日
第６回役員会承認）は、次のとおりです。

平成１２年度事業報告

１．奨学生の募集・採用
!１ 平成１１年度第１回奨学生（１期生）１名（５万円
×６か月×１名）、第２回奨学生（２期生）５名（５
万円×６か月×５名）へ奨学金を支給した。

!２ 平成１２年度第１回奨学生（３期生）１０名（５万円
×１２か月×１０名）、第２回奨学生（４期生）５名（５
万円×６か月×５名）を採用し、奨学金を支給した。

!３ 霞ヶ関ライオンズクラブからの寄付を基金とし、
同クラブの名称を付した「霞ヶ関ライオンズクラブ
奨学生」２名（６０万円×２名）を採用し、奨学金を
支給した。

２．一時金の貸与（１万円以上２０万円以内、特別な事情
がある場合は２０万円以上も可。貸与を受けた翌月から
１年以内に返済）
!１ 入学料免除申請の結果、免除不許可となったため
に一時金貸与申請があった留学生４名に対し、１０８
万円を貸与した（平成１２年度７８万円返戻済み、残額
３０万円は平成１３年度返戻予定）。
!２ 授業料免除申請の結果、免除不許可となったため
に一時金貸与申請があった留学生２名に対し、４１万
円を貸与した（平成１２年度１７万円返戻済み、残額２４
万円は平成１３年度返戻予定）。

!３ 短期留学推進制度により入学した短期交換留学生
に対する４月分の奨学金支給が１か月あまり遅れた
ことに伴い、当該留学生への一時立替支給を行う、
教養学部AIKOM委員会、農学生命科学研究科国際
交流委員会に対し、２５６万円を貸与した（全額返戻
済み）。

!４ 平成１１年度に一時金を貸与した留学生２名から、

平成１２年度に返戻があった（１３７，５００円完済）。
３．主なボランティア活動への支援等
!１ 東雪会（本学スキー部OB会）の協力を得てスキー
ツアーを主催するとともに、ツアー運営を行った同
会へ支援を行った（期間：平成１３．２．１６～１９、場
所：本学スキー部合宿所・白嶺荘（長野県北安曇郡
栂池）、参加留学生：１２学部・研究科２９名／応募数８０
名）。
また、地元の小谷中学校生徒との交歓会を行った。

!２ 弁護士のボランティアグループによる無料法律相
談活動への支援（後援会は、法的問題を抱えた留学
生と東京大学留学生を支援する弁護士の会（ALIS）
との間の連絡・調整を行う）を昨年度に引き続き組
み、１件の相談をお願いした（連名でアパート契約
をした本学学生が、その友人との間にトラブルが発
生したため、契約解除の方法などについてアドバイ
スを受けた）。

４． その他
!１ 新規会員の勧誘活動を行うとともに、東京大学同
窓会連合会、東京大学三鷹寮同窓会に対し、勧誘活
動への協力要請を行った。

!２ 留学生が民間アパ－ト等の賃貸契約を行う際に、
留学生の希望により、連帯保証人（保証範囲は、!１
滞納家賃、!２現状回復費用、!３遺留物処分費用の３
点に限定）を平成１１年度より留学生課長が勤めてお
り、同課長が債務保証を行っている（平成１２．３現
在、同課長が連帯保証人になった契約件数・累計
１４８件）。これらの契約を締結する際には、留学生
（借主）に対しては、（財）内外学生センター「留
学生住宅総合補償」制度に加入することを義務づけ
ているが、同制度の連帯保証人に対する保険金額は
３０万円までであるため、それを超えた場合、その差
額を本会が留学生課長に支援する体制を、昨年度に
引き続き設けた。
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一 時 金 返 済 ２，６９７，５００ ３，６４７，５００ ９５０，０００
入学料、授業料、短期交換留学プロ
グラム奨学金一時立替のため貸与し
た一時金の返済・のべ３８名分

返 戻 金 ０ ２５０，０００ ２５０，０００
民間等奨学金採用のため、本会奨学
金辞退に伴う奨学金の返戻

合 計 ４６，１９９，７９１ ５０，１９０，２９８ ３，９９０，５０７

○支出の部 （単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 引 増 減 備 考

奨 学 金 １０，５００，０００ ９，８００，０００ ７００，０００

１０名×５万円×１２か月（３期生）
《うち１名２０万円分辞退》

５名×５万円×６か月（２期生）
《うち２名５０万円分辞退》

５名×５万円×６か月（４期生）
１名×５万円×６か月（１期生）
１名×６０万円、２名×３０万円

（霞ヶ関ライオンズクラブ）

見 舞 金 １，０００，０００ ０ １，０００，０００

一 時 金 ３，０００，０００ ４，０５０，０００ △１，０５０，０００
入学料、授業料、短期交換留学プロ
グラム奨学金一時立替のため貸与・
のべ３８名分

ボランティア活動支援金 ８００，０００ ３００，０００ ５００，０００ スキ－ツア－支援

印 刷 費 ２００，０００ １９９，９２０ ８０ パンフレット作成費

事 務 経 費 １５０，０００ ７９，５１６ ７０，４８４ 賛助会員等への通信費等

銀 行 等 振 込 手 数 料 ４０，０００ ２９，２４０ １０，７６０ 振込手数料負担分等

予 備 費 １００，０００ ０ １００，０００

次 年 度 へ の 繰 越 ３０，４０９，７９１ ３５，７３１，６２２ △５，３２１，８３１

合 計 ４６，１９９，７９１ ５０，１９０，２９８ △３，９９０，５０７

平成１２年度収支決算書
○収入の部 （単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 引 増 減 備 考

前 年 度 よ り の 繰 越 ２４，７７０，２９１ ２４，７７０，２９１ ０

会 費 １６，７２２，０００ １８，７９４，５２０ ２，０７２，５２０
会員（教職員）１，１０２名、賛助会員
（卒業生）３０８名（Ｈ１３．３．３１現
在）

寄 付 金 ２，０００，０００ ２，７１１，０００ ７１１，０００
（財）好仁会、霞ヶ関ライオンズクラ
ブ、吉田育英会等

預 金 利 息 １０，０００ １６，９８７ ６，９８７

２００１．７．１１ №１２１８
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平成１３年度事業計画

１．奨学生の募集・採用
!１ 平成１３年度第１回奨学生（５期生）１０名、第２回
奨学生（６期生）１０名の奨学生を募集・選考し、奨
学金を支給する（９００万円：６０万円×１０名、３０万円
×１０名）。

!２ 霞ヶ関ライオンズクラブからの寄付により、主と
して東南アジア、西アジア等から の奨学生２名を
募集・選考し、奨学金を支給する（１２０万円：６０万
円×２名）。

!３ 財団法人吉田育英会からの寄付により、主として
論文作成中の奨学生４名を募集・選考し、奨学金を
支給する（１００万円：２５万円×４名）。

２．見舞金の支給
・外国人留学生で、事故・災害等による被害を受けた
者、または病気・けが等により１か月以上入院した
者

・本学からの派遣学生で、留学先で不測の事態に遭っ
た者

・本学教職員で、留学生の保証人になり、不測の事態
に遭ったことにより特別な経済的負担を負った者

・その他、特に支給が必要と認められた者に対し、見
舞金を支給する。

３．一時金の貸与
・外国人留学生で、事故・災害等に遭い、生活の維持
が困難になるほどの被害を受けた者、病気・けが等
により多額の費用を負担した者、または入学金・授
業料の納入が困難な者

・本学からの派遣学生で、留学先で不測の事態に遭っ
た者

・その他、特に貸与が必要と認められた者に対し、一
時金を貸与する。

４．ボランティア活動への支援
!１ スキ－ツア－協力団体等への支援
・スキ－ツア－（予定）

開催予定場所……本学スキ－部合宿所・白嶺荘
（長野県北安曇郡栂池）

開催日程…………２泊３日、冬休み等の時期
留学生参加人数…約３０名
交通手段…………貸切りバス
協力団体…………東雪会（本学スキー部OB会）

!２ 弁護士のボランティアグループによる無料法律相
談活動への支援
後援会は、法的問題を抱えた留学生とボランティ

アグル－プ（東京大学留学生を支援する弁護士の会
（ALIS））との間の連絡・調整を行う。
無料相談は、同弁護士の会の会員が担当する。
相談までの連絡の流れは次のとおり。
留学生 → 所属部局の国際交流室等 → 留学

生課 → グル－プの代表者 → 弁護士
!３ その他、スポーツ大会等学生交流活動への支援を
検討、実施する。

５．その他
!１ 新規会員の勧誘活動を行うとともに、東京大学同
窓会連合会、東京大学三鷹寮同窓会に対し、勧誘活
動への協力要請を行う。

!２ 留学生が民間アパ－ト等の賃貸契約を行う際に、
留学生の希望により、連帯保証人（保証範囲は、!１
滞納家賃、!２現状回復費用、!３遺留物処分費用の３
点に限定）を平成１１年度より留学生課長が勤めてお
り、同課長が債務保証を行っている（平成１２．３現
在、同課長が連帯保証人になった契約件数・累計
１４８件）。これらの契約を締結する際には、留学生
（借主）に対しては、（財）内外学生センター「留
学生住宅総合補償」制度に加入することを義務づけ
ているが、同制度の連帯保証人に対する保険金額は
３０万円までであるため、それを超えた場合、その差
額を本会が留学生課長に支援する体制を、昨年度に
引き続き設け、留学生が民間アパート等の賃貸契約
を行う際の障害を取り除く。

平成１３年度収支予算書
○収入の部 （単位：円）

科 目 予 算 額 前年度予算額 差 引 増 減 備 考

前 年 度 よ り の 繰 越 ３５，７３１，６２２ ２４，７７０，２９１ １０，９６１，３３１

会 費 １８，７９４，５２０ １６，７２２，０００ ２，０７２，５２０

寄 付 金 ２，５００，０００ ２，０００，０００ ５００，０００
（財）好仁会、東京大学消費生活協
同組合、霞ヶ関ライオンズクラブ、
大園名誉教授等

預 金 利 息 １０，０００ １０，０００ ０

一 時 金 返 済 ２，５６０，０００ ２，６９７，５００ △ １３７，５００
入学料、授業料、短期交換留学プロ
グラム奨学金一時立替等のため貸与
した一時金の返済

合 計 ５９，５９６，１４２ ４６，１９９，７９１ １３，３９６，３５１

№１２１８ ２００１．７．１１
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本年度も、１２名の奨学生（４月採用分、１０月には新た
に１４名を採用予定）に対する奨学金支給や一時金の貸与
などを開始するとともに、平成１１年度より開催している、
好評の留学生スキ－ツア－等各種企画の準備など、本格
的な活動を行うこととしています。
また、賛助会員として本学卒業生、特別会員として、

（財）好仁会、霞ヶ関ライオンズクラブに御協力いただい
ておりますが、今後も奨学生数の増員など事業の拡大が
期待されており、教職員の方々の一層のご参加をお願い
いたします。
問い合わせ先 東京大学外国人留学生後援会事務局

（留学生課留学生第二掛内・内線２２３７２）
（東京大学外国人留学生後援会）

東京大学外国人留学生後援会・奨学生証書授
与式

「東京大学外国人留学生後援会・奨学生証書授与式」
が、６月２０日（水）午後１時３０分から、本会関係者、指
導教官臨席のもとに本部庁舎１２階中会議室で行われた。
平成１０年７月に設立された東京大学外国人留学生後援

会は、外国人留学生に対する奨学金の給付を中心に活動
してきているが、この度、第５期奨学生１０名（月額５万
円・１年間）、及び特別会員・東京霞ヶ関ライオンズク
ラブからの寄付金による霞ヶ関ライオンズクラブ奨学生
２名（同）が決定され、当日は会長を勤めている佐々木
総長より奨学生へ一人ずつ、奨学生証書が手渡された。

次いで、佐々木会長より「本奨学金は、教職員、卒業
生等の方々の善意によるものであるので、奨学生となっ
た誇りを持って研究・勉学に励んでほしい。」との挨拶
があり、奨学生からは「皆さんの期待に答えられるよう
に研究に励む」旨の感謝の言葉が一人ひとりより述べら
れた。
本会が平成１１年度以来、本会奨学生として、のべ４０名、

霞ヶ関ライオンズクラブ奨学生として、のべ５名の奨学
生を採用することができたのは、会員の方々のご協力の
賜物であり、心より感謝申し上げるとともに、本学の私
費留学生の現状を考えると後援会活動の更なる拡充が必
要であり、本学教職員の方々の一層のご参加をお願いし
たい。

印 刷 費 ２００，０００ ２００，０００ ０ パンフレット作成費

事 務 経 費 １５０，０００ １５０，０００ ０ 賛助会員等への通信費等

銀 行 等 振 込 手 数 料 ４０，０００ ４０，０００ ０
各種経費、賛助会員会費納入等振込
手数料

予 備 費 １００，０００ １００，０００ ０

次 年 度 へ の 繰 越 ４３，１０６，１４２ ３０，４０９，７９１ １２，６９６，３５１

合 計 ５９，５９６，１４２ ４６，１９９，７９１ １３，３９６，３５１

○支出の部 （単位：円）

科 目 予 算 額 前年度予算額 差 引 増 減 備 考

奨 学 金 １１，２００，０００ １０，５００，０００ ７００，０００

１０名×５万円×１２か月（５期生）
１０名×５万円×６か月（６期生）
２名×６０万円

（霞ヶ関ライオンズクラブ）
４名×２５万円（吉田育英会）

見 舞 金 １，０００，０００ １，０００，０００ ０
１か月以上の入院のため多額の費用
がかかった留学生等への給付

一 時 金 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０
入学料、授業料、短期交換留学プロ
グラム奨学金一時立替等のため貸与

ボランティア活動支援金 ８００，０００ ８００，０００ ０ スキ－ツア－支援等

２００１．７．１１ №１２１８
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問い合わせ先 東京大学外国人留学生後援会事務局
（留学生課留学生第二掛内・内線２２３７２）

（東京大学外国人留学生後援会）

! 部局ニュース "

文学部で外国人留学生等との懇親会開かれる

６月２０日（水）午後６時から、山上会館地下食堂で、
文学部主催の外国人留学生、外国人研究員及び外国人ス
タッフとの懇親会が開かれた。
懇親会には、文学部及び大学院人文社会系研究科に在

籍する１４カ国の外国人留学生・研究員等約６０名と関係教
職員約５０名及び留学生博士論文作成支援ボランティア・
ネットワークである「三金会」の先生方７名が参加。ま
ず佐藤研究科長の挨拶があり、続いて木村国際交流委員
会委員長の発声で乾杯したのち、懇談に入った。
懇談は、終始和やかな雰囲気のなか盛会に行われ、途

中に「三金会」の先生を代表して、久野 猛（元日比谷
高等学校校長）氏の心温まるご挨拶があり、最後に留学
生を代表して、韓国の李連珠（博士課程３年）さんの謝
辞があり、午後８時頃に解散した。

（大学院人文社会系研究科・文学部）

人文社会系研究科で第９回外国人留学生によ
る「日本語スピーチ発表会」開催される

人文社会系研究科主催の外国人留学生による「日本語
スピーチ発表会」が６月２７日（水）午後、同研究科教官
談話室で開かれた。
この発表会は同研究科で行われている留学生の日本語

授業「口頭表現」の一環として、毎年開かれているもの
で、授業の成果を日本人の前で発表する場となっている。
そのため、コンテスト形式はとらず、なごやかな雰囲気
の中で行われるのが特徴である。
当日は例年になく、好天に恵まれたためか、開始前か

ら来場者が次々と表れ、開始時刻の２時半にはほぼ満席
状態となった。
佐藤愼一同研究科長は初めの挨拶の中で、上手下手よ

りも、自分の考えを外国語である日本語できちんと伝え
ることが大切であると語り、スピーチへの期待を表した。
続いて９名の発表者が「日本人に伝えたいこと」という

№１２１８ ２００１．７．１１
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メインテーマのもとに、それぞれ発表を行った。
最初は日本人についての意見で、韓国の研究員禹南淑

さん（東アジア思想文化）が「私が出会った日本人」と
いう演題で、実際に日本で出会った、親切で優しい日本
人によって、それまで日本人に対して抱いていた悪い印
象が変わった経験から、日韓両国の市民の交流の必要性
を訴えた。続く金良禧さんは「電車の中で見かけた日本
人」の自己中心的な乗車態度について、韓国人の場合と
比較しながら、やんわりと批判した。次は日本語につい
ての意見で、韓映詰吉 さん（社会学研究生）は「私の目に
見えた日本語」という演題で、韓国人にとってどんな点
で日本語が難しいかを具体的に例を挙げて説明し、台湾
の劉惠斐雪さん（教育学研究生）は「日本語の中の横文字」
と題して、カタカナ語のわかりにくさについて、台湾の
漢字表記との違いをチャートで示しながら、指摘した。
スラヴ語スラヴ文学を専攻する中国の研究生、呉楠さん
は「伝統文化を大切に」で、時代が変わっても、日本人
らしさを失ってほしくないと訴えた。韓国の金鉉奨さん
（東アジア思想文化研究生）は「あるお土産」という含
みのある演題で、三鷹の寮生活の一コマをユーモアを交
えながら紹介し、現在の日本社会では物を大切にする精
神が薄れ、人間的やさしさへの渇きを覚えると語ったが、
堂々としたスピーチで会場を圧倒した。台湾の研究生、
林怡焼暖草さんは社会情報学という専攻から、「日本のマス
コミ報道について」その過熱ぶりを指摘し、報道のあり
方を視聴者が監視するとともに、メディア側の自覚が必
要であると説いた。同じく社会情報学を専攻する安昌鉉
さんは「クロノス的な時間とカイロス的な時間の間で」
と題して、図表を使いながら、論理的なスピーチを行い、
留学生と日本人が共有する時間が単に物理的（クロノス
的）時間となるのではなく、個人的に重要性を持つ（カ
イロス的）時間となることを希望した。最後に発表した
ポーランドのミハウ・バニエヴィッチさん（日本語日本
文学研究生）は自国がEUに加入することによって改め
てアイデンティティの問題に直面していることを述べた
上で、アジアの中で生きる日本人も新しい時代のアイデ
ンティティについて考えるべきではないかと述べた。発
表終了後に木村英樹同研究科国際交流委員長から、それ
ぞれの発表について簡潔で的確な講評があった。

今年は来場者も多く、出場者の発表にも熱が入り、当
初予定した時間をかなり超過してしまったが、日本語の
発音も聞きやすく、内容的にも聞き応えのある発表で、
会場も盛り上がった。途中、佐藤研究科長から上手下手
云々の発言の訂正も入るほどで、練習の成果がよく表れ
ていたようだ。また、題字やチャート作りなどにもそれ
ぞれの工夫が感じられた。発表に引き続いて開かれた茶
話会では出場者と来場者の温かい交流風景が見られた。
このスピーチ発表会の発表内容は近く、同研究科国際

交流室のホームページ（http：／／www.l.u―tokyo.ac.jp／
ginnan／）に掲載される予定である。

（人文社会系研究科・文学部）

２００１．７．１１ №１２１８

7



! 掲示板 "

第１８回理学系研究科技術シンポジウム

発表
１．廃棄水銀の処理等について 杉浦俊勝 化学専攻
２．放線菌（Streptomyces parvulus）由来コラゲナー
ゼのクローニング 櫻井康子 生物化学専攻

３．文書処理の迅速化をめざして
桜井敬子 天文学専攻

４．難燃性ケイ素化合物及び高含有フッ素化合物の
CHN分析法について 佐伯喜美代 化学専攻

５．一葉植物（イワタバコ科）の進化学的研究による現
地調査―ユニークな植物‘Monophyllaea’について―

平井一則 附属植物園
６．炭素質隕石の窒素同位体

座主繁男 地球惑星科学専攻
特別講演
固体状のガス、メタンハイドレートの地球科学
―環境および資源との関わり―

松本良教授 地球惑星科学専攻
日時：２００１年９月７日（金）午後１時～４時４５分
会場：理学部旧１号館１階１５０号室

文京区本郷７－３－１
主催：大学院理学系研究科 技術部

技術シンポジウム実行委員会
連絡先：e―mail sugiura@chem.s.u―tokyo.ac.jp

tel．０３―５８４１―４３７７

小石川植物園後援会主催第３１回講演会のお知
らせ

小石川植物園講演会を開催致します。第３１回講演会は
小石川植物園で行います。今回は「マツボックリとドン
グリの自然誌」というタイトルで、八田洋章先生にご講
演いただきます。先生は、国立科学博物館筑波実験植物
園に勤務され、「樹形形成」木の形がどのように形成さ
れるかや実生調査、フェノロジーの調査研究をなされて
いる樹木の専門家です。今回は、日本文化の発展ととも
に変遷してきた日本列島の森林ついてマツボックリとド
ングリのなる木の栄枯盛衰やマツ科とブナ科の植物群に
ついて樹木たちの示すさまざまな表情と成長する姿など
をお話しいただきます。皆様お誘い合わせのうえ奮って
ご参加ください。
講師：八田 洋章

（国立科学博物館筑波実験植物園主任研究官）
日時：平成１３年８月１８日（土）午後１時～３時
場所：小石川植物園 会議室

（文京区白山３―７―１ TEL０３―３８１４―０２９４）
参加ご希望の方は、８月１３日（月）までに往復ハガキ

にて世話人の下園までご連絡ください。なお、会場の都

合上、先着３５名で締め切りとさせて頂きますのでご了承
ください。
〒１１２―０００１ 東京都文京区白山３―７―１

東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
講演会

世話人：下園文雄 （TEL０３―３８１４―０２９４）

第６回東京大学史料編纂所史料学セミナー

今年は、史料編纂所が史料集の出版を開始してから
ちょうど１００年目にあたりますが、それを記念して１２月
１１日から「時を超えて語るもの」と題した展覧会を開催
します。今回のセミナーは、はるかな時を超えて歴史の
真実を物語ってきた、この展覧会へのさまざまな出陳史
料を中心に、史料学の現在と新しい潮流について話題を
提供します。
【会場】
第１・４回 東京大学史料編纂所２階大会議室
営団地下鉄丸の内線 本郷三丁目駅より徒歩８分

南北線 東大前駅より徒歩１０分
都営地下鉄大江戸線 本郷三丁目駅より徒歩８分

第２・３回 東京国立博物館セミナー室
JR上野駅・公園口より徒歩１０分

【講義日程】（毎回１３：３０～１６：５０）
第１回 ２００１年１１月１０日（土）

黒田日出男「歴史史料としての肖像画」
吉田 成・藤原重雄「史料写真の保存と復元―
大山寺縁起絵巻を中心に―」

第２回 ２００１年１２月１５日（土）
石上英一「奄美研究と南島史料」
横山伊徳「世紀転換期の出島・長崎 レザノフ
を迎えたひとびと」

第３回 ２００１年１２月１６日（日）
島谷弘幸（東京国立博物館）「三条西実隆と三
条流」
林 譲 「花押と筆跡の史料学」

第４回 ２００２年１月１２日（土）
榎原雅治「古文書と古記録―紙背文書の世界―」
近藤成一「史料にみる蒙古襲来」

※所属を記していない講師は、東京大学史料編纂所員で
す。

【募集要項】
募集対象 日本史学を専攻する大学院生・学生、史料・

図書を扱う仕事や歴史教育に従事されている
方（第５回セミナーを受講された方は応募を
ご遠慮ください）

募集人員 約３０名（応募者多数の場合は抽籤）
募集期間 ２００１年７月１６日（月）～９月１４日（金）
応募方法 はがきに住所・氏名・年齢・職業または所属

学校・学年・電話番号を記し、下記の申込先
までお送りください（期間内必着）

№１２１８ ２００１．７．１１
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受講料 ６，８００円（全８講分）
申込先 〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学史料編纂所庶務掛
電話０３―５８４１―５９４３・５９４４

講義内容については、ホームページ（http：／／www.hi.u
―tokyo.ac.jp／index―j.html）もご覧ください。

東京大学海洋研究所「海の日」記念一般公開
のお知らせ
～海へーその営みと恵み～

海洋研究所では、本年も「海の日」を記念して一般公
開を行います。
入場は無料ですので、多数のご来場をお待ちしていま

す。
日時 ２００１年７月２０日（金）１２：００～１６：００
内容 !１ 展示（１２：００～１６：００）

研究および観測機材の紹介
!２ 講演（１３：００～１４：３５）
「イルカの話」

宮崎信之（海洋研大槌臨海研究センター）
「火山を探しに七つの海へ」

沖野郷子（海洋研海洋底科学部門）
場所 東京大学海洋研究所
http：／ ／www . ori . u ― tokyo . ac . jp ／ japanese ／ sympo ／
uminohi０１．html
海洋研への道順
http：／／www.ori.u―tokyo.ac.jp／ori／access.html

総合研究博物館特別展示

東京大学コレクションXI「和田鉱物標本展」

東京大学に近代的な学問体系をもたらしたのは、明治
初期に招来されたお雇い外国人教師たちでした。彼ら外
国人教師の指導の下に多くの若き日本人の俊秀達がエ
リート教育を受けました。今回の展示は、その俊秀の一
人である和田維四郎に当てるものです。
和田維四郎は安政３年（１８５６）に小浜藩に生まれ、明

治３年に貢進生として上京し、開成学校のドイツ部にお
いて鉱山技師シェンクの指導の下に維四郎は近代的な鉱
物学を学びました。明治８年１９歳、シェンクの推薦によ
り開成学校助教となりました。それ以降、彼は東京大学
助教授・教授、地質調査所長、鉱山局長、官営製鉄所長
官と要職を歴任しました。
維四郎は、驚くほど多才で、驚くほどのコレクターで

した。彼は職を転ずることがあっても、終生変えなかっ
たのが鉱物収集でした。和田鉱物標本は、維四郎の収集
した日本最大の鉱物標本コレクションです。維四郎の逝
去後、標本は全て岩崎家に買い取られ、現在三菱マテリ
アル株式会社の所有になってはいますが、明治初期に開

成学校助教から東京大学助教授・教授時代にあらゆる機
会を捉えて標本を東京大学に収めて研究に用いたものが
基礎になっています。その点で、和田鉱物標本は東大コ
レクションと言えるでしょう。
今回の展示では、和田鉱物標本を中心に、明治期に東

京大学に収蔵された鉱物標本を一堂に集めます。標本ひ
とつひとつが学問の中で息づき、これらの学術標本が博
物資源として新しい学問の始まりを予感し期待させるも
のであることを感じ取っていただきたいと思います。

総合研究博物館新規収蔵物標本コーナー

「カワイルカ―絶滅の淵より―」

カワイルカは海にすむイルカのうち、淡水にすむよう
になった特殊なグループで、世界に４種類しかいません。
そしてひとつの種類がひとつの川に住んでいます。その
生活は謎につつまれていましたが、１９７０年代になって世
界の研究者がカワイルカを調べ始めました。日本でも東
京大学医学部が調査隊を派遣し、ガンジス川、インダス
川、南米のラプラタ川、アマゾン川に調査に行きました。
最近ではヨウスコウカワイルカの調査も行っています。
今回はこの調査隊の成果のほか、新しく解析したCTス
キャンの映像や、絶滅に瀕しているカワイルカの保護に
ついても紹介します。

特別展示
展示名：「和田鉱物標本展」

新規収蔵物標本コーナー
展示名：「カワイルカ―絶滅の淵より―」

会 期：２００１年７月１４日（土）～９月２８日（金）
月曜休館（但し９月１６日（日）・２３日（日）休
館，９月２４日（祝）開館・翌２５日（火）休館）

開館時間：午前１０時～午後５時（入館は４時３０分まで）
主 催：東京大学総合研究博物館
会 場：東京大学総合研究博物館
入 場 料：無料

愛媛県市ノ川鉱山産の輝安鉱。明治１５年頃に大量に海外

に流出した貴重な標本で、世界の博物館を飾っている。

和田標本の輝安鉱は、残された数少ない美麗な標本であ

る。

２００１．７．１１ №１２１８
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お問い合せ：東京大学総合研究博物館
ハローダイアル０３―３２７２―８６００
URL：http／／www.um.u―tokyo.ac.jp

そ の 他：ポスターは学内各所に掲示してあるほか、
キャンパス内の総合研究博物館の看板に掲示
してあります。

データベース利用パンフレット

「ネットでアカデミック エキスパート版」刊行のお知

らせ

情報基盤センター図書館電子化部門では、このたび、
昨年度刊行のデータベース利用パンフレット「ネットで
アカデミック 入門編」の続編として「ネットでアカデ
ミック エキスパート版（A５版・２４ページ） 」を刊
行しました。このパンフレットでは、 大量の情報の中
から適切な文献を効率的に探し出すコツや各分野での文
献調査に役立つ主なデータベースを紹介しています。
また、日本語版以外にも、英語版、中国語版、韓国語

版を作成しました。 データベースやインターネットを
活用した文献収集の参考にお役立てください。
「ネットでアカデミック」は各図書館・室にも備えつ
けてありますが、まとまった部数が必要な場合には、情
報基盤センター学術情報リテラシー掛までご連絡くださ
い。

［内容］
１．文献調査を考える
２．どう探す!文献調査データベースあれこれ

総合分野のデータベース
人文社会科学系のデータベース
自然科学系のデータベース

３．どこにある!文献所在調査データベースあれこれ
４．どこから始める!文献調査の道案内
付録１．データベース比較表
付録２．データベース講習会へのお誘い
■問い合わせ先
情報基盤センター学術情報リテラシー掛

（内線 ２２６４９） literacy@lib.u―tokyo.ac.jp

№１２１８ ２００１．７．１１
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! 特別記事 "

平成１２年度学部卒業者及び大学院修了者（修
士課程・博士課程）の就職状況

学生部厚生課では、学部卒業者の就職状況について毎
年度各部局に調査依頼を行い、集計結果等を学内広報で
お知らせしてきました。今年度からは新たに、これまで
調査・集計のみであった大学院修了者の就職状況につい
ても学部卒業者と同様にお知らせすることとしました。
調査基準日を５／１現在とする平成１２年度の学部卒業

者及び大学院修了者の就職状況集計結果及び概況は次の
とおりです。

１．平成１２年度学部卒業者及び大学院修了者の就職状況
集計結果
!１ 卒業者及び修了者のうち、就職希望者数と就職者
数及び非就職者数とその内訳を、学部別、研究科別
にそれぞれの表１として集計

!２ 就職者のうち、産業別の就職者数を学部別、研究
科別にそれぞれの表２として集計

!３ 就職者のうち、企業規模別及び教育・公務等別へ
の就職者数を学部別、研究科別にそれぞれの表３と
して集計

!４ 就職率等や企業規模別及び産業別の就職状況につ

いて、学部卒業者、大学院修了者別にそれぞれ過去
１０年の動き（産業別の就職状況は過去５年分）を、
就職状況の推移としてグラフで示した。

２．平成１２年度学部卒業者及び大学院修了者の概況
学部卒業者は、卒業者数３，４２８人のうち就職希望者は

１，１８２人（３４．５％）、就職者は１，１７６人（３４．３％）で就職
を希望した者の９９．５％が就職している。非就職者２，２５２
人（６５．７％）と非就職の割合が高いのは、その大半を大
学院進学者数（１，５８７人）が占めていることからで、全
卒業者数に対しての割合は４６．３％と進学率が就職率の
３４．３％を上まわっており、この傾向は平成９年度から引
き続いている。また、非就職者のうち６００人（２６．６％、
全卒業者数に対する割合は１７．５％）が翌年の受験（公務
員試験、司法試験、その他資格試験や進学等）を目指す
者であった。
大学院修士課程修了者は２，４７０人で、うち就職者が

１，２０３人（４８．７％）、非就職者は１，２６７人（５１．３％）だっ
た。非就職者のうち１，０４５人（４２．３％、全非就職者に対
する割合の８２．５％）が博士課程への進学である。
大学院博士課程修了者は１，２２３人で、就職を希望した

６１７人に対し５９９人（４９％、就職希望者数に対する割合は
９７．１％）が就職した。非就職者は６２４人（５１％）であり
奨励研究員等も非就職者としてカウント（１７．６％）して
いるが、全修了者数の３１．５％の者が就職していない。

学部―表１

２００１．７．１１ №１２１８
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修士―表１

博士―表１

№１２１８ ２００１．７．１１
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学部―表２

２００１．７．１１ №１２１８
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修士―表２

№１２１８ ２００１．７．１１
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博士―表２

２００１．７．１１ №１２１８
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学部―表３

№１２１８ ２００１．７．１１
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修士―表３

２００１．７．１１ №１２１８
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博士―表３

№１２１８ ２００１．７．１１
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№１２１８ ２００１．７．１１
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２００１．７．１１ №１２１８
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№１２１８ ２００１．７．１１
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! 事務連絡 "

人 事 異 動

発令年月日 氏 名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

（教 官）
（辞 職）

１３．６．３０ 樺棒傘 山 紘 一 辞 職 大学院人文社会系研究科教授
（退 職）

１３．６．３０ FINDLAY,
KATHRYN

ELIZABETH

平成１３年６月３０日限り任期満了により退職
した

大学院工学系研究科助教授

（採 用）
１３．７．１ Lippmaa, Mikk 物性研究所助教授

（昇 任）
１３．６．１６ 程 肇 医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター

助教授
医科学研究所附属ヒトゲノム解析センター
助手

〃 小 川 浩 史 海洋研究所助教授 海洋研究所助手
１３．７．１ 鮫 島 正 浩 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科助教授

〃 小野� 知 二 大学院経済学研究科教授 大学院経済学研究科助教授
〃 今 井 浩 大学院情報理工学系研究科教授 大学院情報理工学系研究科助教授
〃 福 士 謙 介 環境安全研究センター助教授 東北大学大学院工学研究科講師
〃 真 下 哲 郎 素粒子物理国際研究センター助教授 素粒子物理国際研究センター助手

（配 置 換）
１３．７．１ 立 間 徹 生産技術研究所助教授 大学院工学系研究科助教授

〃 馬 場 靖 典 先端経済工学研究センター教授 人工物工学研究センター教授
（転 出）

１３．７．１ 長 尾 拓 国立医薬品食品衛生研究所副所長 大学院薬学系研究科教授
（転 任）

１３．７．１ 俣 野 哲 郎 大学院医学系研究科助教授 国立感染症研究所エイズ研究センター主任
研究官

（併 任）
１３．７．１ ! " 秀 雄 大学院法学政治学研究科附属比較法政国際

センター助教授
検事兼法務事務官

（職 員）
１３．６．３０ 佐々木 弘 子 辞 職 柏地区庶務課共同利用掛長
１３．７．１ 大 星 敏 明 総務部総務課専門員（情報公開担当） 総務部総務課専門職員（企画調査担当）

〃 奥 抜 義 弘 総務部総務課専門職員（法規・企画担当） 総務部総務課法規第二掛長
〃 加 藤 貴 彦 総務部総務課法規掛長 総務部総務課法規第一掛長
〃 吉 澤 邦 夫 総務部総務課情報公開掛長 総務部総務課企画調整掛長

１３．７．１０ 及 川 雅 勝 高等教育局視学官 企画調整官
〃 小 島 幸 治 企画調整官 高等教育局視学官

２００１．７．１１ №１２１８
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新コーナー「窓」

東京大学と社会との連携・協力情報を幅広く紹介するために「窓」コーナーを設けました。掲載協力をよろしくお願

いいたします。

! 広報委員会 "

広報センターの休館のお知らせ

広報センターは、資料整理のため通常の休館に加え、
次のとおり臨時休館します。
８月１３日（月）～８月１７日（金）

（広報委員会）

! 窓 "

東大の留学生を迎えて国際交流集会

縦割り班に１人ずつ、外国の方を囲んで集会ができたら

いいなあ。子ども達のそんな願いを実現させたくて、担当

の先生方は一生懸命取り組みました。そうして実現した、

東大からの留学生９人を迎えての国際交流集会。中国、韓

国、台湾、アメリカ、トルコ、インドネシア、

ハンガリー。９カ国というわけにはいきま

せんでしたが、多様な国からのお客様

に子ども達は、びっくり。国の様子を

話してくれるお客様に釘付けになり

ました。どの方も、自分の国を誇り

に思い、自分のことを積極的に語る

姿から、「いつか自分も」という思い

をもてた子どももいたに違いありませ

ん。

そして、縦割り班ごとに進めた交流タイムで

は、６年生がやさしく下学年の子どもをリードし、覚えた

ての英語で自分の名前を発表したり、好きなことを発表し

たりして、どの子も積極的に参加することができました。

美しいフルートの響きに静かに聞き入るグループ。韓国の

お菓子の味をちょっぴり味わせてもらったグループ。国の

遊びを教えてもらい楽しむグループ。あやとり、お手玉、

カルタを楽しむグループ。縄跳びを楽しむグループ。と予

定されていた時間はあっという間に過ぎ、子どもたちは留

学生とすっかり仲良くなってしまいました。

留学生にとっても、日本の公立小学校を訪

れる機会に恵まれ、初めて日本の小学

生とふれあう機会をもてたことが大変

新鮮で喜びだったようです。１・２

年、たけのこ・どんぐり学級の子ど

もたちが作った冠や首飾り、腕輪の

プレゼントを最後まで大切に身に付け

てくれていました。楽しかった。また

来たい。と話して帰られました。心は言葉

以上に、国境を越えて通じ合い響き合うこと

を体感し、楽しいひとときを共有することができました。

（文京区立柳町小学校 教頭 山口尚子）

★ 文京区立柳町小学校の広報誌「柳町の教育」第２７３号

より転載許可されたものである。

２００１．７．１１ №１２１８
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! 訃 報 "

小瀬 輝次 名誉教授

本学名誉教授小瀬輝次先生は、
６月２４日、心不全のため逝去され
ました。享年７８歳でした。
先生は昭和２２年９月東京帝国大

学第二工学部精密工学科をご卒業
になり、ついで大学院に進まれた
後、株式会社大船光学製作所を経
て、昭和２５年３月本学第二工学部
講師に任ぜられました。同年、生産技術研究所の発足に
伴い、先生も研究所に移られ、昭和３４年１月に助教授、
昭和４３年１２月に教授に昇任されました。昭和５８年、停年
により東京大学をご退官されるまで３３年間、生産技術研
究所において、応用光学の研究および若手研究者の育成
に励まれました。本学退官後は、千葉大学工学部画像工
学科および千葉工業大学工学部電子工学科において引き
続き教鞭をとられ、後進の指導育成に尽力されました。
先生は応用光学をご専門とされましたが、その研究歴

は戦後の混乱期に始まっています。大船光学製作所にお
いて双眼鏡の設計に携わられた後、大学に戻られ、恩師
である久保田広先生の指導の下に光学薄膜の干渉色のご
研究をはじめられました。それ以来一貫して応用光学の
研究に従事されています。先生の主要な研究業績は、
OTFによる画質の評価やホログラフィーなど、その当
時の光学界における重要課題に正面から取り組まれたも
ので、敗戦後の日本の光学界の復興とその後の発展に大
いに尽くして来られました。特に、OTF測定機のご研
究は、先生のライフワークとなりました。OTFとは電
気回路の周波数解析に倣い、光学系の結像特性を評価す

る斬新な方法であり、その後のカメラ業界の発展に多大
な貢献をいたしました。先生は昭和３１年にアナログフー
リエ変換方式の第一号機を完成させて以来、計算機を
使ったデジタル方式に至るまで、我が国における多くの
試作機の開発を担当され、この分野における第一人者と
して指導的役割を果たされました。また、OTF理論の
啓蒙にも尽くされ、昭和５４年に出版された「フーリエ結
像論」は、現在に至るまでこの分野のほとんど唯一の邦
文の専門書として読み継がれています。これら先生の応
用光学へのご貢献に対し、昭和６３年に日本照明学会より
功労賞が贈られました。
先生は学協会活動にも熱心に取り組まれ、応用物理学

会理事、日本光学会幹事長、写真学会理事などを歴任さ
れ、また、多くの光学関係の国際会議を組織され、学会
運営に尽くされました。
先生は大変気さくで社交的なお人柄で、直接指導を受

けた学生のみならず、大学関係者や学界、産業界の多く
の研究者に慕われ、豊かな人脈をお築きになりました。
先生のご指導のもと多くの優秀な人材が育ち、現在の学
界、産業界を支える力となっております。平成１１年５月
には永年のご功績に対し勲三等旭日中綬章をお受けにな
りました。
停年退官後もお元気で、奥様とお二人で悠々自適のご

生活を送られていました。このたびの突然のご逝去の報
に接しましたこと、痛惜の念に堪えません。先生の生前
の偉大なご功績をしのび、ここに慎んで哀悼の意を表し
ます。

（生産技術研究所）

№１２１８ ２００１．７．１１
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（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

〔次号の原稿締切〕
７月１７日（火）午後５時

ITによる日米共同演習

決してITの通ではないけれど
も、東京大学法学部の教授になっ
てからの最初の演習として「国際
契約行動の理論と実務」という
テーマで、ビデオ会議やインター
ネットを使って東京大学と、昨年
７月まで私が教えていたシアトル
のワシントン大学ロースクールと
を結ぶ共同ゼミを行った。両大学
にとっては新しい試みであった上、
私がこれまで担当したゼミのなかでもっともや
りがいのあるものとなったので、簡単に紹介し
たい。
演習の中心は、学生のロールプレーによる契
約交渉のシミュレーションであった。ワシント
ン側の担当者は、国際取引の経験豊富な弁護士
で、二人で相談して、実例に基づいた日本企業
による米国企業の買収の話を作り、学生のチー
ムにその取引の交渉と契約書の作成をさせた。
アメリカサイドと日本サイドにそれぞれ三つ
のチームを作った。（東大側のチームは学部生
三人に大学院生一人の合計四人で構成され、二
人はビジネスパーソン役、二人は弁護士役を演
じた。）シミュレーションはいくつかの段階が
あった。まず、「弁護士」は「ビジネスパーソ
ン」をインタビューし、できるだけ事実関係や
ビジネス目的を明らかにした。次に、現役の実
務家を交えて、両側の全員の参加者による、二
時間にわたるリアルタイムのビデオ会議を二回
行った。（残念ながら、東大構内で使えるビデ
オ会議室はなく、東京アメリカンセンターの施
設を借りることになった。）ビデオ会議は自己
紹介から始まり、比較契約観、交渉作戦、倫理
問題等、理論と実務両方に及ぶ活発な議論が繰
り広げられた。
ビデオ会議の後、ワシントン側のチームは契
約書の最初の案を英文で作って、電子メールで
東大チームに送った。３０ページ以上の実に長い
ものであった。東大チームは一週間ぐらいで全
部を読んで、分析して、そして返事を作成した。

それから三週間ぐらいの本格的な交渉が始まっ
た。主に電子メールのやりとりだったが、最後
の週に、インターネットによる、少人数用のビ
デオ会議システムであるいわゆるCU―SeeMeが

使えるようになって、各チームが
リアルタイムでワシントン側の
チームと直接交渉を二時間ほど
行った。（CU―SeeMeとは、もと
もと教育用に作られたもので、
PCの上に小さなカメラをのせ、
スピーカーとマイクを使い、映像
と音声をインターネットで送るシ
ステムである。）最終案がまとめ
られ、最後に全員によるビデオ会

議を二回行った。各チームからの三人ずつが重
要な問題点を議論した後、全員で日米の交渉の
やり方の違い等を話し合った。東大生がアメリ
カ人の学生とほぼ対等に英語で議論できたのは
とても印象的だった。
この演習は学生にとっては楽なものではな
かったが、貴重な経験になったはずである。こ
の演習によって、語学力、説得力、交渉能力、
文章作成能力、チームワーク、創造力、分析能
力等、様々な能力が伸びたように思われる。ま
た、理論、実務両面に重点をおいたことや、国
際取引の経験豊かな実務家とディスカッション
をする機会が多かったことは学生に好評だった。
そして、何よりも重要だったのは、少人数ベー
スで直接アメリカ人の学生と交流ができたこと
である。学生にとっても私にとっても、非常に
エクサイティングな経験であった。
こうしたITによる演習は法律の分野でうま
くいったわけだが、法律以外の分野でも十分可
能であると思う。ビデオ会議室を使えば、外国
の学者と共同で演習や講演を行うことはできる
し、CU―SeeMeのようなシステムを使えば、少
人数の学生のチームが外国の学生と共同で様々
なプロジェクトを実施できるはずである。もち
ろん、教える側にとっても、かなりの労力が要
求されるが、教育上のメリットは多いはずであ
る。私は今後もこういった演習を行っていくつ
もりである。
（大学院法学政治学研究科・法学部

ダニエル・Ｈ・フット）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№１２１８ ２００１年７月１１日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒１１３―８６５４東京都文京区本郷７丁目３番１号

東京大学総務課広報室 !（３８１１）３３９３
e―mail kouhou@adm.u―tokyo.ac.jp
ホームページ http:／／www.u―tokyo.ac.jp／index―j.html
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